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｢2003年環境毒性化学会アジア太平洋会議｣出席報告

大津 和久化学環境部有機化学物質研究グループ農薬動態評価ユニット

環境毒性化学会 のアジア 太平洋会議SETAC( ) /
が 年 月 日から 月 日までニ2003 2003 9 28 10 1

ュージーランドのクライストチャーチで開かれ

ました。

メイントピックは内分泌かく乱物質、リスク

アセスメント、雨水 都市、生物モニタリング/
技術、水中底質、ライフサイクルアセスメント

、 、 、 、 、(LCA) 大気汚染 環境管理 金属 生物指標

海洋、化学的手法による環境修復、生物による

、 、 、 、 、環境修復 新たな手法 極域 環境毒性 土壌

残留性有機汚染物質 、熱帯域であり、(POP(s))
口頭発表約 件およびポスター発表約 件190 180
が行われました。筆者は水中底質のトピック内

Chironomusで ｢ 数 種 農 薬 の ユ ス リ カ 幼 虫 (
による濃縮性｣としてポスター発表yoshimatsui)

を行いました この発表に対して多数の質問 実。 （

験材料の特性などについて 、および情報提供）

の照会があり、関連研究者と情報交換し、人脈

を形成できたことは今後の研究遂行上大変有効

でした。

また、各トピックにおける口頭発表、ポスタ

ー発表を聴講し、発表者らとの質疑応答を行い

ました。筆者の研究分野に関連しては、韓国の

パク氏らによる｢ドジョウを用いた農薬の毒性

評価｣、オーストラリアの 氏らによるNugegoda
｢オーストラリア産ザリガニ類を用いた重金属

に対する影響評価｣、 氏らによる｢メPettigrove
ソコスム試験を用いた底質重金属汚染の影響評

価｣等の興味深い発表がありました。

全体的に、重金属に関する影響評価、土壌や

海洋汚染に関する発表が多く、私の現在の研究

分野である淡水中の無脊椎動物に対する農薬の

影響評価に関する発表は少数でした。これは、

参加者の研究実施国が畑作および畜産を主な農

業対象とする国が多く、水田環境を主要な農業

生産とする国が少なかったせいだと思われま

す。ちなみに、もっとも発表者が多かったのは

地元のニュージーランド、次いでオーストラリ

ア、アメリカでした。現在 等においてOECD
もっぱら欧米主導で進められている化学物質の

影響評価に関する指針作りにおいて、アジアの

水田稲作の現状にうまく適合しない規制が導入

されぬように、今後日本やアジアの水田環境の

重要性、畑作との違いなどについて積極的に研

究、発表して各国、特に欧米各国の理解と関心

を得ていく必要があると感じました。

会議の開かれたクライストチャーチは 世19
紀半ばにイギリス人移住者によって築かれたニ

ュージーランド南島最大の都市です。現在の人

口は約 万人、主流は欧米系で先住民のマオ30
リ系が 割程度、他はアジア人も多く、韓国人1
は 千人以上在住しているとのこと。通称「ガ5
ーデン・シティ」の名のごとく、市内には美し

い庭を備えた英国風の邸宅が多く建っており、

市街地を縦横にエイヴォン川という小川が流れ

ています。川の両岸は美しい公園が点在し、市

民の憩いの場になっています。私が訪れた 月9
末は北半球では 月末にあたり、桜 日本から3 (
持ち込まれた？ 、チューリップ等が咲いてい)
てとてもきれいでした。ただ、今回は雨で肌寒

い日が多く、晴れたのは 日の滞在中半日くら3
いしかなかったのが残念でした。筆者は今まで

赤道を越えたことはなかったので、太陽が北側

から照らしてくるのに気づいた時は、南半球に

来たことを実感しました。交通は左側通行で、

道行く車の大半は日本車だったので、違和感は

少なかったです。市内は観光都市の様相で、韓

国、中国などからの新婚さん、日本からの若い

女性、中高年の皆さん等多数の観光客が闊歩し

。 、ていました 市内中心部の土産物店では日本語

日本円が通用しました。ニュージーランド南島

の観光に出かける場合は、ここを拠点にすると

いいようです。
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